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　京都市立東総合支援学校
令和元年度　後期学校評価の概要について
１　後期学校評価結果の概要
教職員　回答数112　  項目数34     　　　
　　34ある項目のうち，肯定的回答（「出来ている」と「だいたい出来ている」）が90％を超えているのが31項目，80％を超えているのが2項目，70％を超えているのが1項目となっていました。
　　否定的回答（「あまり出来ていない」と「出来ていない」）が10％以上の項目は，<2-2> 

<7-2> <8-1>の3項目でした。
保護者　回答数97　  項目数23
23ある項目のうち，肯定的回答が90％を超えているのが10項目，80％を超えているのが10項目，70％を超えているのが3項目となっていました。

　      肯定的回答が70％台だった項目は，<1-3> <1-10> <3-2>の3項目でした。否定的回答が10％以上だった項目は，<1-2> <1-3> <1-9> <1-10> <5-2> <6-3>の6項目でした。

児童生徒　回答数62(中学部・高等部生徒)　　項目数15　　  
　15ある項目のうち，肯定的回答の割合が90％を超えているのが9項目，80％を超えているのが5項目，70％を超えているのが1項目でした。
肯定的回答が70％台の項目は， <5-2>だけでした。否定的回答の割合が10％以上だった項目は，<2-1> <2-3>の2項目でした。

２　元年度前期との比較
教職員　　　　
前期は全項目において肯定的回答が80％を超えていましたが，後期は1項目が80％を下回りました。

否定的回答が10％以上の項目を見ると，3項目すべてが，前期に引き続き否定的回答が10％以上で，その割合は増加していました。

「2-2　教材・教具や備品は整理整頓されている」        　　　 （17.1％↖前期13.2％） 
「7-2　会議の精選と業務の効率化に取り組んでいる」　　　　　 （18.8％↖前期13.5％
「8-1  総合支援学校教育研究会や各種研修会に積極的に参加している」
（26.1％↖前期19.5％）

保護者　　　
　前期は20項目において肯定的回答が80％を超えていましたが，後期も同じく20項目で越えていました。
否定的回答の10％以上だった6項目について見ると，以下の5項目は，前期に引き続き，否定的回答が10％以上でした。
「1-2　子どもは，規則正しい生活を送っている」　　　　　　　　（13.4％↖前期12.2％）

「1-3　子どもは，自分の思いを伝える力を身につけてきている」　（20.8％↖前期19.5％）

「1-10 保護者として，参観・懇談・学習会などに積極的に参加している」（26％↙前期30.5％）
「5-2　進路についての情報や子どもの進路について，学校は適切に伝えている」
（12.5％↖前期11.3％）

「6-3　子どもは，学習や行事を通して地域のいろいろな人と関わっている」
（15.6％↙前期16.3％）
以下の1項目は，前期は10％以下でした。
「1-9  保護者として，学校の教育目標や方針，内容を理解している。」（11.6％↖前期9.7％）
児童生徒　　　
肯定的回答の割合が90％を超えていたのが4項目増えるなど，全体的に肯定的回答の割合が高くなっていました。
　否定的回答が10％以上だった項目，「わからない」という回答の割合が高かった項目について，前期の結果と比較すると以下の通りです。
「1-2  規則正しい生活を送っている」　　　　　　　　　否定的回答（ 4.8％↙前期12.8％）

「2-1  校内や教室の掃除をしている」　　　　　　　　　否定的回答（12.9％↙前期17.5％）
「2-3  手洗いをしている」　　　　　　　　　　　　　　否定的回答（12.9％↖前期10.0％）
「5-1  卒業後の進路や生活について学習にとりくんだ」　否定的回答（ 3.3％↙前期20.5％）
「わからない」の回答（ 8.3％↙前期28.2％）
「5-2  卒業後の進路や生活について，いろいろな人からアドバイスを聞くことがあった」
否定的回答（10.3％↙前期23.7％）
「わからない」の回答（11.7％↙前期31.6％）
前期に比べて，その割合が大幅に減っている項目が多かったです。
３　考察　　　  
（1）  教職員の結果から
後期の教職員へのアンケート調査の結果から，教職員が本年度の学校経営の重点の各項目について概ね達成できていると意識していることがうかがえます。
  そのような中で，否定的回答の割合が10％以上であった「会議の精選と業務の効率化」「教材・教具や備品の整理整頓」「研究会や各種研修会への積極的な参加」については，前期に引き続き否定的回答の割合が高くなっています。教職員が不十分であると考えていることが，さらに浮き彫りになってきたと思われます。
働き方改革や総合支援学校教員としての専門性にも関わる重要な項目でもあるので，本校の課題として教職員が共通理解し，意識改革をしていく必要があると考えられます。
「会議の精選と業務の効率化」については，引き続き働き方改革の取組の一環として取組を進めているところですが，働き方についての改善が十分に進んでいない現状を反映していると考えられます。全体に関わる部分の進捗を待つのではなく，個人レベル，小さい部署単位でもできることからやっていくことが大切です。本当に必要なことは残しつつ，無駄な部分をそぎ落としていく作業が必要です。これまではやって当たり前だと考えていた取組を見直す，方法を変えて時間短縮を図る，より計画的な時間の使い方を実践し無駄な時間を省く等，教職員全体が意識して，小さいことでもいいので，できることからやっていくことが大切であると考えます。当然，学校全体で検討していかなければならない課題については，しかるべき会議等で早急に改善策を検討していくことが必要です。検討したことをもとにして，来年度以降の取組に反映させていくことが求められます。
無駄を省くということでは，校内にある物品の整理整頓も関連しています。まずは職員室，教室，学習室の中にある不要なものの撤去，整理整頓から始めることが大切です。身の回りを必要なものだけにして，収納・保管場所を決めて整頓すること，収納・保管場所が不足する場合は，学校全体を見渡して収納・保管場所を確保すること，使用後の片づけを徹底することが今後の課題と考えられます。前期にも同じことを記述していますが，何がどこにあるかが，誰でもわかるようにしておけば，準備のための時間と手間も省け，効率よく業務がはかどることにつながると考えられます。また，結果的に児童生徒の教育環境の向上にもつながります。
学校教育目標の「めざす職員像」の一つに「専門職としての力量と幅広い知識を持ち，指導力向上に向けて自己研鑽に励む職員」とあります。「研究会や各種研修会への積極的な参加」についての否定的回答が依然として高い現状が続いていますが，このことは，本校が総合支援学校として，障害のある児童生徒の教育を担っていくうえで，大きな課題であると考えます。本校の使命を教職員一人一人がよく理解し，全教職員がその役割を果たしていくことが求められる中，専門性を自ら高めていくことは重要です。今一度，自らの指導力向上に向かい合い，自分が何をすべきかを認識することが求められます。校内での研修会については，精選する必要があるのですが，回数だけではなく，学ぼうとする主体的な姿勢で研修会に参加することが大切であると考えます
（2） 保護者の結果から
23項目中20項目で肯定的回答が80％を超えていたという保護者へのアンケート調査の結果から，学校経営の重点の各項目については概ね達成できていると保護者が認識されていることがうかがえました。同時に，否定的回答の割合が比較的高かった項目は，前期とほぼ同じで数値も大きく変化していないことから，保護者の目からは物足りなさを感じておられる部分があることがうかがえました。
学校も保護者への積極的な働きかけをしている項目もありますし，改善に向けて継続的に取り組んでいる項目もあります。保護者が何を求めておられるかを教職員が知り，そのことを踏まえて取り組むことは大切です。ただ，新しい取組をすることばかりを考えるのではなく，今取り組んでいることを充実させ，そのことを保護者にしっかり伝えること，発信することが大切であると考えられます。
　
（3） 児童生徒の結果から
15項目中14項目で肯定的回答が80％を超えており，アンケート調査の結果から，生徒が日々の学習や生活，友だちとの関係において，概ね満足感を感じていることがうかがえます。
後期については，前期に否定的回答の割合が高かった項目が，軒並みその割合を大きく減らしています。学校教育目標の重点課題について意識した日常の地道な取組が，その数字に反映しているものと考えられます。前期に否定的回答が20％以上，「わからない」が30％前後となっていた進路に関する2項目については，生徒の進路に関する意識を高める指導を１年を通して計画的・継続的に取り組んできたことや，年度後半の教職員の進路指導に対する意識・関心の高まりがあって，改善されたものと考えられます。今後も全教職員一人一人が児童生徒の姿をしっかり把握し，児童生徒のキャリアアップに継続的に取り組むとともに，進路に関する情報収集，児童生徒への指導支援，保護者への情報提供を地道に行うことが大切であると考えます。
全ての取組において，教職員が児童生徒のモデルとなりその姿を見せること，児童生徒にとって「分かる」「分かりやすい」ものであること，児童生徒の心に寄り添った的確な支援・指導を行うことを大切にして，児童生徒の学校生活，家庭生活，地域での生活が少しでも豊かなものになることを目指していきたいと考えます。
４　まとめ　　　
今回の学校評価アンケートの結果，学校経営の重点の各項目について概ね達成できていると考えられますが，いくつかの課題も上がってきています。比較的短期間で取り組める項目もあれば，一定の長い期間が必要な項目もあります。学校として出来ていることについてはそのまま継続し，課題については教職員，保護者間での情報共有を図りながら学校運営協議会とも連携・協力して課題の解決・改善に向けた取組を引き続き進めていきたいと考えています。
学校ホームページの閲覧数が昨年度よりも２割程度増えています。本校の取組に関心を寄せていただいている方が増えていると推測されます。本校の取り組んだこと，取り組んでいること，その成果等について，今後も保護者を含めた外部にしっかりと発信していくことが大切であると考えています。
＜学校運営協議会での意見＞
・アンケート項目によっては，保護者が答えにくいもの，分からないものもある。質問項目をこたえやすくしたらいい。保護者も含めて，ともに検討をしたらよい。
・教員に研修会等に参加するように働きかけても，学校の置かれている様々な状況によって無理があるのかもしれない。
・教員のスキルアップは，保護者としても望んでいることである。参加するための条件づくりをＰＴＡと協力をしながら検討することも一考である。
・同じ課題が何年も上がってくるのでは，何のために評価をしているのかということになる。課題をどのようにして解決していくのか，よく検討する必要がある。
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